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深刻な農業被害をもたらす線⾍が植物のシグナル伝達をハイジャック︕︖ 

－農業被害を防ぐ新技術への期待－ 

（ポイント） 

 線⾍による農業被害は年間数⼗兆円にも上りますが、これまでは線⾍そのものを駆除す

るしかなく、駆除標的にあたる具体的な物質については未解明でした。 

 世界で初めて、植物に感染する線⾍の寄⽣メカニズムの⼀端が、植物のペプチドホルモン

ハイジャックであることを発⾒しました。 

 本研究成果をきっかけとして、動物と植物間の相互作⽤を理解するだけでなく、農作物の

収量増加やストレス耐性付与など、農業分野へのイノベーションが期待されます。 

（概要説明） 

熊本⼤学⼤学院先端科学研究部附属⽣物環境農学国際研究センターの澤 進⼀郎センター
⻑、中上  知博 ⼠研 究 員、国⽴ ⼤ 学法 ⼈東 海 国⽴ ⼤学 機 構 名古 屋 ⼤学の佐藤  良 勝特 任
准 教 授 、野 ⽥ ⼝  理 孝 特 任 教 授 、近 藤  ⻯ 彦 講 師 、東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 理 学 系 研 究 科 東 ⼭  哲
也教授、宮崎⼤学井⽥ 隆徳准教授、新潟⼤学岡本 暁准教授らの研究グループは、世界で初
めて、植物に感染する線⾍の寄⽣メカニズムの⼀端が、植物のペプチドホルモンハイジャックであることを
発⾒ しました。線 ⾍ による農業 被 害は年間 数 ⼗兆 円にも上ります。しかしながらこれまでは線⾍その
ものを駆 除 するしかなく、駆 除 標的 にあたる具 体 的な物 質 については未 解 明 でした。本 成 果 により、
標的物質が明確になり、ペプチド＊1 を利⽤した新しい防除⼿法の開発が期待されます。現在ペプチ
ドを使 った農 業 技 術 が注 ⽬ され始 めており、植 物 感 染 性 線 ⾍ 防 除 でも、その技 術 が花 開 くきっかけ
の物質になると考えています。 



線⾍（ネコブセンチュウ）は、根に寄⽣し、コブを作って植物の栄養を奪い、農作物を枯らします。
今回、我々は、モデル植物のシロイヌナズナ＊2 を⽤いて、線⾍が根にコブを形成する際に、シロイヌナ
ズナのペプチドホルモンを利⽤し、光合成によって作られた糖を葉から根に無理やり移動させていること
を発 ⾒ しました。通常 は根への糖 輸 送シグナルは働いていません。根 に線 ⾍が感 染 すると、まず線 ⾍
はその輸送シグナルの担い⼿である CLE ペプチドホルモンを働かせることで、地上部の維管束で糖のト
ランスポーターを誘 導 します。すると糖 は根 に運ばれます。つまり、線⾍ はコブの形 成 に必要なエネルギ
ー（糖）を得るために、植物の CLE ペプチドホルモン伝達をハイジャックしているのです。今後、線⾍が
どのようにして、CLE 遺伝⼦を活性化しているかなどメカニズムの詳細を解析する予定です。 

⼟ 壌の線 ⾍ を死 滅 させる⽅ 法としては、現 在は⼟ 壌 燻 蒸剤 の散 布が効 果 的ですが、農 業 従事
者への負担や環境への影響から、燻蒸剤によらない防除法が求められています。本成果により、CLE
ペプチドと競争的、受容体に結合する物質（アンタゴニスト）を合成し、⼟壌に撒くことで、根のコブに
よる被害を抑えることができると考え、試みる予定です。また、この仕組みをブロックするような品種改良





を含むカクテルのようなものであると考えられている。 
 

*４ CLE 遺伝⼦群︓ペプチドを作るための遺伝⼦を構成するグループ。ほぼ全ての陸上植物に保
存されていると考えられる。 

 
*５ CLV1 受容体︓CLE ペプチドを認識し、シグナルを伝えるために必要な受容体。ペプチドホルモ
ンと受容体のペアには特異性がある。ステロイド系ホルモンは細胞膜を通過できるのに対して、ペプチド
ホルモンは通過できないため、受容体を必要とするからである。 
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(A)サツマイモネコブセンチュウを⾚い試薬で染⾊した写真。⾚い線形のものが成⻑前のセンチュウ、
瓢箪形のものが成⻑中のセンチュウ。⽩く⾒えるものがシロイヌナズナの根と根瘤。 

(B, C)透明な寒天培地を⽤いたアッセイシステム。C は B の破線部分の拡⼤画像。根瘤形成の
様⼦が容易に観察できる。 

 

 
図２．CLE-CLV1 経路が根瘤形成を誘導する。 
(A)CLE（中央）、CLV1（右）変異体における根瘤の写真。野⽣型植物（左）と⽐べ、変

異体では根瘤の数が少ない。��

(B)本研究の概略図。根に線⾍が感染すると、CLE ペプチドが作られ、地上部へと運ばれ、地上
部で CLV1 受容体に認識される。CLV1 の下流において糖のトランスポーター（SUC）が活性化さ
れ、糖が根へと運ばれることで、根瘤形成が誘導される。 
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